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新市まちづくり計画について 
    

 

 

     １．新市まちづくり計画（素案）への意見・提案について 

 

    

 



 

「新市まちづくり計画（素案）」に対して提出された意見・提案と 

それに対する合併協議会の考え方について 

 

第５回合併協議会で確認を受けた八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町新市

まちづくり計画（素案）について、平成１５年１２月１１日から 5 会場で開催した市町村

合併シンポジウム以降、平成１６年１月１６日までの約１か月間に、シンポジウム会場で

のアンケート、はがき・メールによる意見の募集を行った結果、１９９人の住民のみなさ

んから意見・提案をいただきました。 

 

○意見・提案者数                     （人） 

 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

会場ｱﾝｹｰﾄ 

意見 

ハガキ 電子ﾒｰﾙ 計 

八日市市   ４６  ２１  １  ６８ 

永源寺町   ２０   ５   ２５ 

五個荘町   １３  ２1   ３４ 

愛東町   １７   ４   ２１ 

湖東町   ３５   ３   ３８ 

その他･不明   １２   １   １３ 

計 １４３  ５５  １ １９９ 

 

 これらの意見については、同じ内容のものやまちづくり計画と直接関係のないと考えら

れる意見等もあり、それらを整理すると１１４件に集約することができます。（とりまとめ

の便宜上、提出された意見等は適宜集約しております。） 

この１１４件について素案の項目ごとに整理し、それに対する合併協議会としての考え

方（案）を以下に示します。合併協議会で了承が得られれば、この考え方で素案の修正を

行い、県事前協議の結果を踏まえ、最終案の作成に入らせていただく予定です。 

なお、まちづくり計画と直接関係がないと考えられる合併全般に関するご意見等につい

ては、意見の紹介にとどめ、協議会としての考え方を示しておりません。 

 

○意見・提案の概要                     （件）  
○序論関係 0 

○第１章 住民の意向 関係 0 

○第２章 新市まちづくりの基本方針 関係 9 

○第３章 新市の施策 関係 92 

○第４章 公共的施設の統廃合 関係 2 

○第５章 財政計画 関係 5 

○計画全体に関する意見 6 

計 114 

※新市まちづくり計画に直接関係がないと考えられる合併全般に関する意見 

 ・新市名称  ・町名字名  ･枠組み  ・広域行政 



新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

1 17-18 ● 　自然と歴史、文化都市を目指してほしい。 素案のとおり
　新市の将来像・めざすべきまちの姿として、地域の豊かな自然や奥深い歴史・文化に誇りを持ち、地域らしさ
を大切にしていくことを基本としながら、さらなる「うるおいとにぎわいのまちづくり」を、みんなの手で進め
ていくことを目指しています。

2 19-20 ● 　自然を大切に弱者にやさしい市であってほしい。 素案のとおり
　ご指摘のとおり環境と福祉については、この計画においても重要な視点と考え、「人と環境にやさしいまちづ
くり」「だれもが笑顔で暮らせるまちづくり」と大きな柱に位置づけています。

3 21-22 ○ 　八日市市の歴史文化創造のゾーンは何を示しているのか。 － 　平田地区の雪野山古墳や市辺地区の万葉の森船岡山などをイメージしています。

4 21-22 ○
　湖東町には歴史や自然があり、これを活かした「うるおい町ゾー
ン」にしては。

素案のとおり
　湖東町は、農村集落の美しい田園環境の整備を行う「田園文化創造のゾーン」に設定していますが、美しい自
然と歴史文化を大切にしたうるおいのあるまちを創ろうとするものです。新市全体のテーマも「うるおいとにぎ
わいのまち」にしています。

5 21-22 ● 　にぎわいの文化創造のゾーンが必要だ。

6 21-22 ●
　住宅（公営住宅含む）は周辺を中心に進め、八日市は商店、事業所
を中心にし、周辺から八日市に通勤するようなスタイルが望ましい。

7 21-22 ● 　愛知川を中心とした大きく広がりのある新市に 素案のとおり
　愛知川周辺を「自然と文化の交流軸」として、新市の新しい交流軸に位置づけ、施策を展開することとしてい
ます。

8 21-22 ● 　自然を大切にしたゾーンの建設を考えてほしい。 素案のとおり
　新市の東部を「森林共生ゾーン」、大きく広がる田園地帯を「田園文化創造のゾーン」と位置づけ、豊かな自
然環境保全や自然と調和した田園環境の創造を目指しています。

9 22 ○
　近畿圏と東海圏を結ぶ国道421号の整備を行い、交流軸を位置づけ
てはどうか。

追加します
　新市のもつ可能性として、近畿、北陸、東海地方を含めた広域的な視点における位置づけについての記載を、
新市の都市構造で広域交流図とともに追加します。

10 24-25 ○
　住民が主役となるようどのように住民の意見を行政に反映させるの
か。また、自治会の要望事項は聞いてもらえるのか、どんどん遠ざか
る一方ではないか

11 24-25 ● 　市民の声が直接、議会に伝えられる組織の設置を望む。

12 24-25 ●
　何事も市民の意見や提案を十分聞き入れてほしい。また、市民説明
を十分にしてほしい。

13 24 ● 　自治会活動の見直しと有効活用。各種団体の役割分担の明確化。

14 24 ●
　地区ごとにやり方が違い、わかりにくい「冠婚葬祭のしきたりご
と」の基準を市がリーダシップをとって統一してほしい。

（序論関係）

（第１章　住民の意向　関係）

（第２章　新市まちづくりの基本方針　関係）

（第３章　新市の施策　関係）

　八日市の市街地近辺を「にぎわい文化創造のゾーン」として位置づけています。素案のとおり

　計画では、市民自ら地域を考え、行動する新しい仕組みとして「まちづくり協議会」の設置をP37「市民と行
政の協働によるまちづくり」の項に提案していますが、この項目にもそれを明記することとします。
　自治会を含む地域の各種団体や個人で構成する「まちづくり協議会」は、議会と行政との懇談の場を持ちコ
ミュニケーションを図り、協議会からも提案を行うことで、行政や議会の意思決定に民意を反映し、行政の透明
性を高め、住民主体のまちづくりを進めるためのシステムとなります。
　

修正します

(1)住民が主役となるまちづくり

素案のとおり
　これまでの取り組みと同様に自治会等地域コミュニティの活動については、まちづくりの基礎単位として支援
していくことを計画にうたっていますが、「まちづくり協議会」等の新たな自治の取り組みが、今後の地域コ
ミュニティの活動等を考え、見直す契機にもなるものと考えます。
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

15 24 ● 　ＮＰＯなどボランティア団体との協働に力をいれてほしい。 素案のとおり
　ＮＰＯ等の参加も視野に入れた「まちづくり協議会」の設置を提案するとともに、活動支援を行う支所機能の
充実などについても計画しています。

16 24 ●
　日本文化への誇りと多文化の理解、国際交流を。
　商人文化や農業文化の統合

素案のとおり
　「地域の一体感を生む市民間交流の推進」及び「多様な交流活動の展開」として、地域間交流や国際交流に積
極的に取り組むこととしています。また、「(4)次代を担う人材を育むまちづくり」において、地域文化を大切
にした施策を展開することとしています。

17 24-25 ●
　21世紀は”人権の世紀”といわれる。だれもが大切にされるよう、
人権施策の充実を望む。

修正します
　人権施策については、既に協議会の協定項目として提案確認済みですが、素案では具体的な記述が乏しいた
め、人権相談体制充実への取り組みについて追加するとともに、人権意識の高揚を図る啓発活動の推進について
明記することとします。

18 26 ○ 　もっと美化運動に力を入れてほしい。 素案のとおり

　美化運動としてはうたっておりませんが、「環境にやさしい循環型社会の構築」において、ごみ減量化やリサ
イクル・リユースの取り組みを推進することとしています。美化運動については、現在市民の皆様のご協力によ
り実施されていますが、さらに環境に対する意識の向上を図る環境学習や啓発活動を積極的に進め、市民との協
働を深めることにより、より効果的に成果があがると考えています。

19 26 ●
　昔の愛知川を思うと現在の愛知川は死の川と化しているが、自然を
大切にするのであればどのように再生されるのか。

素案のとおり
　新市の都市構造において、「自然と文化の交流軸」として愛知川を新市のシンボルの一つに位置づけていま
す。具体的には、「豊かな自然環境の保全と活用」における、環境共生型の河川整備や環境学習の推進、流域交
流をはじめ、各施策分野において愛知川を意識した取り組みを進めていくこととしております。

20 26 ○ 　生活環境のゴミ処理を具現化すべき。

21 26 ●
　愛東のゴミ処理システムは、軽トラックがないと当番も出来ない。
そのために税金を払っているのではないか。住民に負担が大きい。

22 26 ○
　新エネルギーを利用したエコタウンをユニバーサルデザインで創出
する、モデル地域をどこかでつくれないか。

23 26 ● 　新エネルギービジョンの策定をしてほしい。

24 27 ○ 　緑のうみづくり事業を計画にあげるべき。 素案のとおり
　緑の湖(うみ)づくりについては、「快適な生活を支える良好な住環境づくり」にあるとおり、新市においても
引き続いて実施することしています。

25 27 ○
　新市となっても雪の積もり方が地域で異なるのは当たり前。よって
雪対策を考えて。

26 27 ● 　歩道の雪かきを市でしてほしい。女・老人世帯ではとっても苦労。

27 28 ●
　八日市市は防災緊急情報を各戸に伝えるシステムがない。早急に防
災無線、防災緊急情報施設の設置が必要。

素案のとおり
　大規模災害等への対応として、新市において整備を進めるケーブルテレビなどの情報通信網を活用して防災情
報ネットワークを早急に構築するとともに、防災センター機能の充実を図ることとしています。

28 28 ●
　人が人として生きられるような素晴らしい町づくり、犯罪のない心
から認め合う町にしたい。

29 28 ●
　人間教育をして、安心して暮らせる隣人、田舎らしい安らぎのある
町にしてほしい。

30 28 ○ 　少年犯罪が激増している。この問題も真剣に取り上げてほしい。

素案のとおり

(2)人と環境にやさしいまちづくり

　計画では、市民の皆様からのご意見を取り入れ、新エネルギービジョンを策定することとしています。具体的
な施策展開はまだ未定ですが、現在、愛東町において新エネルギー施策として菜種油や木の剪定枝を活用したバ
イオマスへの取り組みを進め、環境にやさしい循環型社会の構築を目指しています。

素案のとおり

　「市民の暮らしを守る安全安心のまちづくり」として、災害などに強いまちづくりを進めることを目指してい
ますが、協議会における協議事項でも、新市域内でも降雪量に差があることを念頭に雪寒対策計画を策定し取り
組むこととしています。
　除雪については、機械による除雪が困難な歩道や地域内道路等などは、自治会等との連携による対応の仕組み
を検討していきます。

　「防犯活動や交通安全活動の充実」を新市の主要事業に加え取り組みを明記します。
　なお、「(4)次代を担う人材を育むまちづくり」として、少子化対策や、子どもの教育環境の充実と青少年の
健全育成に取り組むこととしています。また、「(2)だれもが笑顔でくらせるまちづくり」においても、地域に
おける安心のネットワーク形成の取り組みについて掲げています。

修正します

素案のとおり

　ゴミ処理については、愛東町におけるリサイクルシステムをモデルに、減量化とリサイクル・リユースによる
循環型社会の形成を進めていくことにしております。特にゴミ処理をはじめ環境問題への取り組みについては、
住民の皆様のご理解ご協力が施策推進のカギと考えており、より効果的な方法の検討はもとより、環境学習等を
積極的にすすめ、環境問題への市民意識の高いまちづくりを目指しています。
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

31 ●
　動物のまちにしてほしい。飼えなくなったペットを仲介してもらえ
るような施策を。

－
　犬や猫は、県の保健所または動物保護管理センターを窓口に一定期間あっせんされることになってます。動物
愛護は重要な視点と考えますが、ペットの仲介など飼育については飼い主の責任でもあり、今後の課題と考えま
す。

32 29 ○ 　救急医療体制等医療整備の充実。 素案のとおり

33 29 ● 　以前救急車を呼んだことがあったが、対応が遅い。 素案のとおり

34 29 ○
　元気な町づくり、一人一人が健康で生き生き生活できるまちづくり
を目指してほしい。

素案のとおり
　「健康づくりの推進」として、誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくりに向け、健康づくりの柱を定め、
総合的に啓発や疾病予防に努めることとしており、家族、地域、職場の一人ひとりが考え、支援する環境作りを
住民参加のもとで推進していきます。

35 29 ○
　今の時代これ以上の生活の向上を目指すより、質素でもお互いが助
け合い、心豊かな、福祉の充実が図られた地域となることを願う。

素案のとおり
　地域福祉ボランティアなど、顔の見える身近な支え合いによる地域福祉の充実を図り、誰もが笑顔でくらせる
まちづくりを進めていきます。

36 29-30 ○ 　高齢者、障害者が生活できるビジョンがない。

37 29 ○
　２３％という高齢化率のまちで、老人世帯がそれなりに安心して暮
らしていけるまちを目指してほしい。

38 29 ○
　中心市街地の利便性を生かして、高齢者へのサービスも提供できる
ような町づくりをしてほしい。

39 29 ● 　早急に介護保険対応外の移送サービスを受けられる対応を望む。

40 30 ●
　障害者への福祉サービスの各町の調整を、悪い方にあわせることが
ないように望む。

素案のとおり
　福祉施策に限らず協議会における各種事業の調整については、新市の均衡ある発展と住民福祉の向上に努める
ことを基本方針に、全体としてサービス低下をきたすことがよう、調整が図られることとなります。
　障害者福祉の具体的な施策としては、障害のある高齢者への医療費助成の拡大などを計画しています。

41 30 ● 　障害者のグループホームがほしい。 素案のとおり
　「障害者（児）福祉の充実」において、グループホームなど地域における在宅生活拠点の充実を図ることとし
ています。

42 31 ○ 　少子高齢化の対応に大至急取り組む必要があると考える。 素案のとおり

　高齢者施策及び少子化対策は、新市における重要な課題として取り組むこととしています。特に少子化対策に
ついては、「(4)次代を担う人材を育むまちづくり」として施策体系の柱の1つに位置づけています。具体的に
は、次世代育成対策行動計画の策定など計画策定を進め、出産から育児、就学にかかる総合的な少子化対策に取
り組むこととしています。

43 31 ○ 　若い世代が定着して住めるようにしてほしい。 素案のとおり
　「安心して子どもを産み育てられる環境づくり」として、子育て支援拠点の充実や乳幼児医療費助成の拡大を
行うこととしています。また、中学生意識調査で新市に望むものとして一番多かった、"おしゃれな"まちの実現
に向け、中心市街地の活性化などに取り組むこととしています。

44 31 ●
　教職員養成所の設立(教育貧困の早急なる見直し、思想教育の強化)
　人材育成のための私塾の設立。

素案のとおり

　子どもの教育環境の充実には、教職員の能力向上は必要不可欠です。ご指摘の点も検討しながら教職員の資質
向上を図っていきたいと考えます。
　なお、人材育成については、学校教育はもとより、産業の視点でも、近江商人の伝統や現在の工業集積などを
活かした専門技術者育成の機能創出について取り組んでいくこととしています。

　新市において、高齢者や障害者の方々などが安全で安心した暮らしが送れるよう、地域福祉計画を策定するこ
ととしています。
　高齢者福祉については、介護保険制度に加え、介護予防にも積極的に取り組み、高齢者の自立した生活を支援
することとしています。また、高齢者の知識や経験を地域社会に役立てる仕組みづくりや、生涯学習やスポーツ
など、積極的に社会参加ができる生きがいづくりを進めることとしています。また、介護保険対応外の施策につ
いても、検討を進めてまいります。
　障害者福祉については、日常生活において自立できるよう、地域や医療機関と連携しながらサポート体制の充
実を図ることとしています。

　住民意識調査でも、医療施設や救急体制の充実など安心な環境づくりが施策希望の一番にあがっています。計
画では、そういった環境づくりのため、保健・医療・福祉の連携を強化し、診療所などの地域医療施設の充実を
行うこととしています。
　また、救急車など緊急時の対応については、新市においても重要な課題であり、より安心な体制作りのため、
業務を行なう広域行政組合とともに研究を進め、さらに充実したサービス提供に努めます。

素案のとおり

(4)次代を担う人材を育むまちづくり

(3)だれもが笑顔で暮らせるまちづくり
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

45 31 ○ 　いきいきとした町とするため、高齢者も学習できる機会の確保を。 素案のとおり
　「生涯にわたる学習機会の充実」として、公民館等での各種教室、講座などの充実に加えて、情報ネットワー
クを活用した学習番組や新しい学習プログラムの開発、提供を行うこととしています。

46 31 ○ 　八日市市では、スポーツ施設が少なく、充実してほしい。

47 31 ● 　健康スポーツ活動の育成。

48 32 ○
　都市構造図のように歴史文化創造ゾーンを単独で取り上げるのでは
なくネットワーク化し、新市全体で掘り起こすべきものではないか。
　文化後進国と言われる日本であるので、文化の柱が必要では。

49 32 ●
　田園や都市として古くから伝承される風習や行事を守っていくべき
だと思う。

50 32 ● 　それぞれの市町の特色ある伝統を生かすまちづくり。

51 32 ○
　永源寺は木地師の里と自負している。合併すれば「木の文化の町」
と山の町ならどこでも言えるテーマを耳にしたが、本来、木地師発祥
の町として「木地師の文化」を大切にし、誇りを持っていきたい。

52 32 ● 　永源寺町内には歴史遺産も多数あるので活用すべき。

53 32 ●
　国歌「君が代」は、元歌を君ヶ畑出身の木地師がつくったことをＰ
Ｒしてほしい。

54 33 ○
　産業及び働く場、人の集まる場が必要。少子化対策は若い人が都市
へ流出しないように地元に働く場を確保すること。

素案のとおり

　今までの企業誘致による雇用拡大が難しい中、小規模なコミュニティビジネスの展開などの新産業の育成と既
存産業の活性化を図ることとしています。
　また、関係機関と連携し、若者や女性、高齢者など多様な就業ニーズに対応できる雇用・就業機会の確保に努
めることとしています。

55 33 ○
　近畿圏と東海圏を結ぶ国道421号の整備を行い、交流軸を位置づけ
てはどうか。

修正します
　国道421号整備は、当地域がこれまで活かせていなかった中部圏との連携を強め、特に産業分野など東近江
市の可能性を大きく高める事業と考えており、特にその機能を意識し活用を視野に修正をします。

56 33 ○

　自然の保護と環境に配慮しながら新産業育成・観光交流産業作りを
するという点で、近隣府県と比べ滋賀県は見劣りがする。もっと取り
組みが必要。例えば、岐阜の木曽三川公園、花フェスタ記念公園、愛
知のテレパーク、三重の長島なばなの里、もくもくファームなどのよ
うに自然を生かした観光産業を発展させてほしい。

57 33 ○
　各地域が持っている特徴を活かしたもの（観光・文化・歴史）、温
泉（東近江の軽井沢）等も是非計画に入れてほしい。

58 33 ●
　農家等が野菜や手作り食品を売れる店をつくる。菓子屋も入る大き
い店をつくり、昔からある名所等をバス旅行できるような企画を。

59 33 ●
　名所を生かした町なみや観光地をつくり、よい気候のこの土地をア
ピールして、他府県より訪れる人を入れる。

　「地域文化の保存・継承・創造」として、地域の催事や伝統風習などを継承する活動への支援や伝統的建造物
の保存整備に努めるとともに、地域の特性を活かした文化財探訪ルートの設定や学習メニューの提供など、地域
の歴史文化への関心を高める取り組みを行うこととしています。また、木地師の文化をイメージした木の文化の
保存・継承を図ることとしています。
　さらに、地域環境文化など新たな文化創造・発信を目指す取り組みを進めます。
　なお、いただきましたアイデアは、今後の施策の参考とさせていただきます。

素案のとおり

素案のとおり
　1市4町の新市域においては、多種多様なスポーツ施設が配置されています。これらの連携による有効活用を
基本に、地域のスポーツ施設の整備充実を図ることとしています。
　また、総合型地域スポーツクラブの育成などスポーツ環境の充実にも努めることとしています。

修正します

　新市の観光交流については、「地域資源を活かした観光交流産業づくり」として、点在する地域資源のネット
ワーク化や新たな交流拠点の形成を行うこととしています。また、地域をまるごと博物館（エコミュージアム）
構想の推進や、農村宿泊や観光農業などのアグリツーリズムといった新たな取り組みを進めることとしていま
す。
　そこで、これらの取り組みをより高めていくため、新市エリアだけでなくさらに広域での取り組みも進めてい
くことを追加します。

(5)地域の活力を生み出すまちづくり
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

60 33 ●

　
　新市は農業が主体の地域。過去と現在の農業を比較する展示をし苦
労を学ぶなど、農業活性化の手を考えては。

素案のとおり
　農業は、新市の基幹産業の一つと考え、生産から流通・販売・消費に至る総合的な取り組みについて計画をし
ているところです。ご提案は、エコミュージアム（地域まるごと博物館）構想のアイデアとして施策の参考とさ
せていただきます。

61 33 ○ 　森林関係専門の大学誘致を考えてはどうか。 素案のとおり 　林業の活性化の観点からのアイデアと考えさせていただきますが、現状から対応は難しいと考えます。

62 33 ●
　広大な山がある。水資源の確保のため市民計画で立派な山林になる
ような施策を。人材活用にもなる。

63 33 ●
　水と空気を浄化する森林の力を十分に活用するため、森林行政には
十分力を注いでもらいたい。現況は全く不十分に思える。

64 33 ●
　自然環境を守るため、永源寺地区の山林育成のためのボランティア
活動を育てる。

65 34 ●
　楽しめる施設が無い。他の市のまねをしないで個性をもった東近江
市にしか無いと思えるくらいの物を作ってほしい。例えば遊園地、植
物園。スーパーばかりに依存しない都会的な商業ゾーンを。

素案のとおり
　中学生意識調査では将来の姿として、“おしゃれな”まちを望んでいます。中心市街地が便利さだけでなく、
さまざまな機能を備えた魅力的なエリアとなるよう活性化に取り組むなど、新市として“おしゃれな”を意識し
た施策が必要であると考えます。

66 34 ● 　動物園を作ってください。 素案のとおり 　にぎわい創出の観点からのアイデアと考えさせていただきますが、現状から対応は難しいと考えます。

67 35 ● 　新市の中心となる八日市市街地の道路渋滞の解消。 素案のとおり

68 35 ●
　新市の発展は第一に交通の充実が必要。旧町とまちの中央をつなげ
る道路の早急な実現を。

素案のとおり

69 35 ●
　永源寺町は将来的に観光は有望と思う。それには道路整備は欠かせ
ないが、国道だけでは無理。例えば相谷から愛郷の森に抜けるとか細
かい道路作りが必要と思う。

素案のとおり
　周辺の道路整備については、幹線道路の整備とともに、その効果を高める整備を計画的に進めていくことと考
えます。

70 35 ○ 　愛知川にもっと橋を増やすか、大幅に拡張するかすべきだ。

71 35 ○ 　湖東町から五個荘町への橋があれば八千代橋の混雑が解消される。

72 35 ○
　湖東町にとって愛知川は、大きな境界であった。これからは新市で
の架け橋が必要になる。今の交流では不安なので、何かできないか。

73 35 ●

　御幸橋、八千代橋共に過密状態である。愛知川で分断される新市で
あり、市民間の交流、生活道路の拡充と利便性の向上の為、五個荘町
奥と湖東町北清水間の周辺に橋を一本増設する必要がある。
　また、愛知川に沿った縦の道路に比べ、川に交差する横の連絡道路
が少な過ぎる。

素案のとおり

(6)市民生活、地域経済を支えるまちづくり

　森林の持つ多様な機能を守り、活用していくため、林業基盤の整備や後継者確保対策さらに間伐材の活用な
ど、森林を守り育てる林業の位置づけを計画に反映することとします。

修正します

　愛知川をはさんだ交通渋滞の緩和に向け、現在も八千代橋の橋梁改良および湖東八日市線の新設改良が進めら
れているところです。しかし、通勤時間帯における御河辺橋や八千代橋、御幸橋の混雑は激しく、その解消を図
るとともに、愛知川両岸地域の連携を高めるため、愛知川にかかる新橋構想を推進することとしています。

　「市内道路ネットワークの充実」として、渋滞緩和や交流を促す主要幹線整備や道路ネットワークの整備を計
画しています。また、電車・バスなど公共交通の活用を進めることでも、渋滞対策に取り組んでいきたいと考え
ます。
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

74 35 ○

　にぎわいのあるまちを目指すなら、交通網の整備が必要。マイカー
利用がほとんどであり、もっと利便性を高めるための施設も考えてほ
しい。観光客誘致の観点からも更なる鉄道バスの利便性の向上が必
要。

75 35 ○ 　老いも若きも利用できる交通網の誘致を望む。

76 35 ○ 　バスなど交通機関の増加を望む。

77 35 ○
　1市4町が1つの市と感じられるよう、交通網の整備、特に高齢者が
利用しやすい交通の確保ができるよう特に願う。

78 35
○
●

　町営バスのカラでの運行が多い。もっとルートや時間、回数などを
見直し、利用者が増えるようコミュニティバスの有効活用を。

79 35 ● 　建部下野町はバスが通らず不都合。ぜひ運行してほしい。

80 35 ●
　近江鉄道の料金が高すぎるのでもっと安くなるような交通網を作っ
てほしい。車を持っていない者にとっては安く利用できる回数の多い
乗り物があれば。

81 35 ●
　過疎化を防ぐ一つとして、永源寺町東部も高校や大学に家から通学
できるよう、八日市駅から永源寺をとおり、三重県に通じる鉄道をつ
けてほしい。

82 36 ●
　東近江が発展するには鉄道の整備が鍵だ。びわこ京阪奈線の早期の
完成で新たな発展の可能性が広がる。

素案のとおり
　びわこ京阪奈線（仮称）鉄道計画については、この地域の可能性や能力を大きく高める事業と考え、県や関係
機関とともにその構想実現に向け取り組むことを計画に掲げています。

83 35 ○

　住民への情報発信できる基地づくりを行ってほしい。
　また、行政からだけではなく住民からも情報を発信し、共有できる
方策を新市に取り入れ、１市４町が一つの市であると早く感じられる
ようにしてほしい。市の情報が全ての住民に伝わるようにしてほし
い。

84 35 ● 　ケーブルテレビの有効活用を

85 35
○
●

　ケーブルテレビ網の整備については相当なコストが必要と考える
が、行政がインフラ整備を行うべきか、第三者に任せる方法も議論さ
れたのか。民間の光インフラの活用も考えるべきでは。
　運営主体をＮＰＯ等に民間に委託することを提案する。
　ケーブルテレビの活用方法をもっと住民に説明すべき。

素案のとおり

　ケーブルテレビ網については、民間の光ケーブルを活用して整備することを視野に入れて計画しています。緊
急時の防災情報や行政情報などを提供する予定もあり、国の助成制度等を活用し、行政が主体として整備するこ
ととしました。
　また、運営についても基本的に行政が行なうことなりますが、湖東町で実施されてきたノウハウを活かし、Ｎ
ＰＯや民間との協力なども進めながら効率的な運営に努めます。
　なお、ケーブルテレビの概要については、新市発足までに住民の皆様に説明する予定をしております。

86 35 ●
　ケーブルテレビが新市に拡大されるそうだが、個人情報保護等新市
ではどのように対応するのか

修正します
　セキュリティの高い情報ネットワークの構築とＩＴサポートなど、誰もが安全に活用できるＩＴ環境整備への
取り組みを情報センターの機能として追加します。

87 35 ●
　行政のＨＰには書き込み自由の掲示板を設置を。現状は常に情報が
非対称だ。

素案のとおり
　情報基盤の充実に見合うソフト（ホームページ含む）の充実についてのアイデアとして、今後の施策の参考と
させていただきます。

素案のとおり

　市民生活、地域経済を支えるまちづくり施策として、「公共交通ネットワークの充実」を図ることとしており
ます。
　現在運行されている路線バス及びコミュニティバスについては、路線延長や鉄道との連携の見直しなどによ
り、より利便性が高く快適な利用が可能となる交通ネットワークの構築を目指すこととしています。
　また、鉄道では、利便性の向上を図るため、近江鉄道の新駅設置や列車の増便などを働きかけることしていま
す。
　さらに、だれもが利用しやすい公共交通となるよう、バリアフリーへの取り組みなども進めることとしていま
す。
　なお、永源寺町への鉄道構想はありませんが、国道421号の整備とバス等の利便性の向上で永源寺東部の交
通アクセスは向上するものと考えます。

素案のとおり

　情報先進都市を目指し、ケーブルテレビを活用した情報通信基盤整備を行う計画です。その中で、市民からの
情報発信による地域住民の交流促進や、行政からのさまざまな情報サービスの提供を積極的に行うこととしてい
ます。
　こうしたケーブルテレビや高速情報基盤を利用したインターネットの活用など、広報紙とともに、様々な方法
で住民のみなさんが行政情報に接する機会の拡大に努めます。
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

88 35 ●
　市の広報紙は新聞折込ということだが、質と量の両面で低下するこ
とがないよう、「広報あいとう」なみのものを強く望む。

89 35 ● 　情報公開の時代、何事も市民に伝わるよう広報誌等の充実を望む。

90 35-36 ●
　市全体がまとまり、活力を生かして活性化できる新市にする為、今
後の開発、計画、インフラ整備等は地域間格差がでない様、全体のバ
ランスを重視した配慮を。真ん中ばかりせずに公平にしてほしい。

91 35-36 ●
　地域の活力、にぎわいは人口である。八日市、五個荘を結ぶ都市計
画、市街化が理想。

92 35-36 ● 　計画的な町なみにしてほしい。

93 37-39 ●
　行政主導を脱皮し、民意の反映するまちづくりのシステム作りが必
要。

94 37-39 ○
　自治会の要望事項は聞いてもらえるのか、どんどん遠ざかる一方で
はないか。

95 37-39 ●
　行政と市民（若者含む）が話し合う、意見が言える場をできるだけ
頻繁に設けるべき。

96 37-39 ●
　まちづくり協議会には大変関心がある。しかし懸念すべきことは各
種団体の補助金の奪い合いの場になること。客観的公正さと住民の主
体性を調整するのは至難の業となると思う。

素案のとおり

　まちづくり協議会は、地域を構成する各種団体や個人がまちづくりのため自主的に運営する組織で、補助金を
前提に活動したり、各種団体の補助金を配分する組織ではありません。地域のまちづくりに必要な資金は、まち
づくりプランを競い合い、それを公開の場で議論することで、公正に配分される仕組みを想定しています。
　なお、各種団体への補助金は、新市の判断により、一定基準で配分されるものと考えます。

97 37-39 ●
　市民・民意を取り入れることに重きを置くと議会がヘソを曲げない
か。議会の協力なしでは無理だろう。

素案のとおり
　議会は民意の代表機関であり、最終決定機関であることには代わりがありません。協議会は、まちづくりの実
施主体であるとともに、定期的に議会や行政と懇談を持ち、民意を的確に伝えていこうとするものです。

98 39 ○
　評価基準を設けるなど、計画に実効性を持たせてほしい。
　定期的なアンケートを実施し、住民が意見しやすい機会をつくり、
随時住民の声を反映してほしい。

99 39 ○
　これからますます財政が厳しくなると思われるが、補助金や交付金
については年限を決め、安易に継続しないよう明確にしてほしい。

100 39 ○ 　職員の意識改革が必要。行政改革はどのように行うのか。

101 39 ● 　行政の三現主義（現場主義）の実践。

　市民と行政の協働によるまちづくり

　行政施策に事務事業評価システムを構築し、定期的に住民アンケートなどを通じて施策の満足度を量り、その
評価指標の達成度を把握するとともに、その結果を定期的に公表し、情報公開や事業の見直しを行うこととして
います。
　また、地方分権の時代を支えるにふさわしい職員の資質向上を図り、住民への説明責任を果たすことにより、
市民との信頼関係を深める一方、支所機能の充実など地域を大切にした行政運営を行なうこととしています。

素案のとおり

素案のとおり

　新市の均衡ある発展については、P1「(1)計画の意義と目的」で新市まちづくり計画の目的としてうたってお
り、それを前提に地域の特性を活かした新たなまちづくりを進めていくこととします。
　また、「計画的な土地利用・基盤整備の推進」においても、住民参加を図りながら、自然と共生した効率的で
計画的な整備を図ることとしているところです。

素案のとおり

素案のとおり

　住民の暮らしに対するサービスのニーズが多様化高度化している中、市民自ら地域を考え、行動する仕組みと
して「まちづくり協議会」の設置を提案しています。自治会を含む地域の各種団体や個人で構成する「まちづく
り協議会」は、議会と行政との懇談の場を持ちコミュニケーションを図り、協議会からも提案を行うことで、行
政や議会の意思決定に民意を反映し、行政の透明性を高め、住民主体のまちづくりを進めるためのシステムとな
ります。

　協議会の協議事項では、広報紙については月１回・Ａ４サイズ・新聞折込としています。住民参加のまちづく
りを進める上でも広報の重要性は十分認識しており、充実に努めることとします。また、ケーブルテレビなど新
たなメディアを活用した情報提供についても充実を図りたいと考えています。
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

102 41 ○
　既存施設を活用し、無駄な公共投資を行わないようにしてほしい。
　地域のバランスに配慮した整備を望む。

103 41 ● 　これ以上箱物は増やさないほうが良い。

104 42 ○
　新市の財政計画の中で歳入が10年後かなり落ちるような予測である
が、新市の施策を実現できるために歳入を増やすような施策も考えて
ほしい。

素案のとおり

　財政計画で、１０年後に歳入が大きく落ちるのは、合併直後の国や県の支援措置や合併特例事業に伴う起債の
減少、地方交付税の削減見込みなどを勘案し、推計しているためです。
　歳入については、今後も厳しい状況が予測されますが、にぎわいのあるまちづくりを進め、税収の確保に努め
ます。

105 42 ● 　合併特例債は使わないでほしい。 素案のとおり

　市町の各種施策の実施にあたっては、現在と将来の受益と負担のバランスを考慮しながら、起債(借金)を活用
し進めているところです。合併特例債は、合併後のまちづくりを進めていく上で必要となる施策に起債を行なっ
た場合、借入金の元利償還に国の支援を得られる有利な制度です。過大な償還が財政運営を圧迫しなしよう十分
考慮して、この制度を有効に活用しながら施策を進めてまいりたいと考えます。

106 43
○
●

　人件費の削減が自然退職しか見られていない、もっと減らせるので
はないか。リストラを強行して職員を減すべき。行政も努力が必要。

107 43 ●
　人員削減による経費カットはいいが、それにより市民サービスが悪
くなる恐れがあるので気をつけてほしい。

108 ○ 　各市町の資産、負債の不均衡をどう調整されるのか聞きたい。 素案のとおり
　新市の基金確保のため、持ち寄る一定の枠は検討していますが、対等での合併であり、資産・負債の不均衡は
考慮していません。

109
○
●

　このまちづくり計画は、全体論ばかりで具体性が見えてこない。ま
た、どこでも通じるような計画であり、独自色が見出せない。八方美
人の計画だ。

素案のとおり
　新市まちづくり計画は、1市4町の総合発展計画や、首長、議会、住民代表の声を参考としているため、全体
論のような部分があります。しかし、ケーブルテレビやまちづくり協議会の提案など他地域にない独自の構想も
含まれています。

110 ○
　「市民やNPO」という言葉はよく言わるが、地域に根ざした老人ク
ラブや社会福祉協議会、農協等には何も触れられていない。

素案のとおり
　各団体の固有名詞は出しておりませんが、地域福祉の充実や農村の活性化などまちづくりには欠かせない行政
のパートナーとして、当然連携を図っていくことと考えます。

111 ○ 　合併後の(20～100年)のビジョンをしっかり定めて進めてほしい。 素案のとおり

112 ○
　それぞれのまちが、それぞれ特色のあるまちらしさを持ち寄って新
しい市が誕生するだけでなく、新たな市で生み出すまちづくりの姿を
もう少し考える必要があるのではないか。

素案のとおり

113 ○
　具体的に○年後の整備状況などを計画できると、より実現の可能性
のある計画となる。見直しする期間はあるのか。

素案のとおり

　大幅かつ急激な人員削減は、サービスの低下にもつながりかねないため、新市と類似した規模の団体と比較
し、住民サービスが低下しないように職員数の削減計画を算出しています。
　ご提案のリストラについては、現行の公務員制度では労働基本権の一部が制約されている代償として身分保障
があり困難と考えますが、新市において住民の皆さんに情報公開しながら適切な定員管理を図ることとしていま
す。

素案のとおり

（第４章　公共施設の統廃合　関係）

（第５章　財政計画　関係）

（計画全体に関する意見）

　現有の公共施設については、情報通信基盤を活かした施設間のネットワーク化や機能分担などを図り、有効活
用に努めることとします。
　新たな施設等の整備については、事業の必要性、事業効果、財政事情を慎重に検討しながら、計画的に実施す
ることになります。

素案のとおり

　新市まちづくり計画は10年を期間としています。新市では、このまちづくり計画をもととして、新市発足後
新たに策定される「総合発展計画」において、さらに詳細で具体的な計画が行なわれます。そこでは、年次や数
値の目標が掲げられることとなると考えます。
　なお、新市まちづくり計画の内容を変更する場合は、新市の議会の議決により変更することが可能です。
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新市まちづくり計画素案に対するご意見への対応 【回収欄　○＝ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ意見　●＝ﾊｶﾞｷ等意見】

№ 素案頁 回収 ご意見等 対応方法 考え方

114 ●
　６つのまちづくりが示されているが、実現する方法等示されていな
い。提言だけでなく方法を示してはどうか。

素案のとおり

　実行のための方策として、事務事業評価システムなどの行政の取り組みや情報化の推進など盛り込んでいると
ころですが、特にこの計画では、「まちづくり協議会」として、住民と行政の協働によるまちづくりの仕組みを
提示しています。住民と行政の協働によるまちづくりは６つの施策体系全てにわたり、各計画を実行する一つの
方法であると考えています。

　 ○ 　新市名称について再考してほしい。 －

　 ○
　町名字名について、新市名称の次に旧の市町名を入れられるように
してほしい。

－

　 ○

　合併の枠組みについて
　・枠組みの再考はあるのか。
　・能登川町参入への賛否
　・愛知郡呼びかけ

－

　 ○ 　広域行政の今後の不安。 －

（新市まちづくり計画に直接関係がないと考えられる合併全般に関する意見）
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新市まちづくり計画(素案) 中間修正 新旧対照表 
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22（15） 

【新市の広域交流図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖東平野に広がる新市は、名神高速道路や国

道 8 号などの主要幹線がはしり、京都や大阪、

名古屋といった大都市圏をつなぐ国土軸上に

位置しています。 

また、日本海と太平洋を結び、北陸や三重方

面とも交流が広がる位置にもあります。 

今後、国道４２１号や第二名神高速道路など

の整備により、さらにその立地を活かした広域

連携を図るとともに、情報発信に努め、「交流

のまち東近江市」の可能性を高めていきます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市構造図 






































